
「SDGｓ」で未来へ親切
未来の私たちが幸せで、住みやすい環境をつくるS

エス ディー ジー ズ
DGsの取り組みを紹介します。
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【理事12名】
代　　表	 木 恒夫	 元文部科学大臣
副 代 表	 小林 和明	 城南信用金庫名誉顧問
専務理事 	山橋 由貴子	 公益社団法人「小さな親切」運動本部事務局長
理　　事	 稲見 友之	 弁護士
	 栗 田 　 正 	 帝京大学ちば総合医療センター脳神経内科客員教授
	 	 医療法人社団正慶会栗田病院理事長
           ＊	齊藤 英行　㈱教育新聞社常勤顧問
           ＊	中尾根 康宏	 一般社団法人全国地方銀行協会常務理事
	 西島 太郎　読売新聞東京本社販売局次長 兼
	 	 読売新聞グループ本社社長室次長

	 浜崎 恭一　㈱パワーコンサルティングネットワークス戦略本部
	 	 情報開発部長
	 藤 井 　 基 	 弁護士
           ＊	細谷 美明　元全日本中学校校長会会長／実践女子大学非常勤講師
	 保 田 　 博 	 元大蔵事務次官／リベラ㈱特別顧問
【監事2名】 
	 鈴木 弘昭　学校法人大成学園常務理事／
	 	 「小さな親切」運動武蔵野市支部代表

	 灰原 芳夫　公認会計士・税理士
（五十音順・＊印は新）

理事　齊藤 英行
持続可能な社会を構築する人材の育成が求めら
れています。その人材に何よりも必要な素養は
「思いやりの心」でしょう。思いやりの心を育て
る「小さな親切」運動の活動に参加できること
に、大きな充実感と期待を抱いております。

　新理事ごあいさつ　新役員

理事　中尾根 康宏
これまでの人生で、多くの方々の親切に支えられ
てきました。おそらく、私が気づけていないもの
も、たくさんあるでしょう。
自分でも、小さな親切をコツコツ積み上げていき
たいと考えています。

理事　細谷 美明
「小さな親切」運動から、人に優しい社会の実現
へ。学校教育に携わってきたこれまでの経験を、
本運動の推進・発展のために尽くしてまいりたい
と考えております。

創 立 ６０ 周 年 を 未 来 へ の ス テ ッ プ に
去る６月９日（金）、第13回社員総会が開催され、今年度は重点活動の「会員拡大」、

「創立６０周年記念事業」をメインに各事業を推進することになりました。
また、森本弘道理事（副代表）と梅森徹理事２名が退任、新たに中尾根康宏氏、齊藤英行氏、細谷美明氏３名が

理事に就任し６０周年の運動を推進してまいります。

岐阜県揖
い

斐
び

警察署
生活安全係
古田昌嗣さん

　
「
未
利
用
魚
」と
は
、
知
名
度
が
低
い
、
小
さ
す
ぎ
る
、
傷
が

あ
る
、
調
理
し
づ
ら
い
な
ど
、
味
と
は
関
係
な
い
理
由
で
流
通

し
て
い
な
い
魚
の
こ
と
。
漁
師
さ
ん
が
せ
っ
か
く
獲
っ
て
も
、

収
益
に
な
ら
ず
海
に
返
さ
れ
た
り
、
廃
棄
さ
れ
た
り
し
て
い
る

魚
は
、
世
界
の
漁
獲
量
の
30
～
35
％
に
の
ぼ
る
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
日
本
の
漁
獲
量
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
海
水
温
の
上

昇
な
ど
の
影
響
で
、
30
年
前
に
比
べ
3
分
の
1
程
度
に
減
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
未
利
用
魚
を
積
極
的
に
食
べ
、
食
品

ロ
ス
や
食
糧
不
足
の
問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
や
海

の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
と
い
う
動
き
が
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
私
も
、
加
工
済
み
の
未
利
用
魚
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
、
す
で
に
切
り

身
に
味
付
け
が
さ
れ
た
状

態
で
届
く
の
で
、
パ
パ
っ

と
1
品
完
成
し
、
す
こ
ぶ

る
便
利
！ 

身
は
小
さ
め

で
す
が
、
味
が
濃
く
と
て

も
美
味
で
し
た
。
未
利
用

魚
と
は
い
っ
て
も
、
冷
凍

技
術
の
進
歩
の
お
か
げ

で
、「
地
魚
」が
新
鮮
な
う

ち
に
食
べ
ら
れ
る
と
考
え

れ
ば
、
利
用
し
な
い
手
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
皆

様
も
お
試
し
あ
れ
！

＂未
み

利
り

用
よ う

魚
ぎ ょ

＂を食卓に

私が利用したのは、未利用魚の定期
便『Fishlle!（フィシュル）』というサー
ビスです。

のん
ち
ゃ
ん
い
ろ
い
ろ
体
験
記

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
12
番
目
の
目
標
は
、「
つ
く
る

責
任
、
つ
か
う
責
任
」。
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
今
、
一
人
ひ
と
り
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
飲
み
終
わ
っ
た
後
の
牛
乳

パ
ッ
ク
を
活
用
し
た「
お
口
パ
ク
パ
ク
カ
ー
ド
」

を
ご
紹
介
。
牛
乳
パ
ッ
ク
に
切
込
み
を
入
れ
た

部
分
を
口
に
見
立
て
、
そ
の
周
り
に
動
物
な
ど

好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
き
、
口
を
開
い
た

り
閉
じ
た
り
パ
ク
パ
ク
さ
せ
て
遊
び
ま
す
。
口

の
中
に
好
き
な
言
葉
を
書
き
込
め
ば
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
も
。

　
こ
の
カ
ー
ド
の
考
案
者
は
、
運
動
本
部
主
催

の
工
作
教
室
で
講
師
を
つ
と
め
る
有
賀
忍
先
生

（
板
絵
画
家
・
絵
本
作
家
）で
す
。
当
運
動
の
青

少
年
教
育
専
門
サ
イ
ト『
て
ら
こ
あ
ん
』で
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
紙
コ
ッ
プ
や
ラ
ッ
プ
の
芯
な
ど

を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
作
り
方
を
動
画
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
工
作
な
ど
に
ぜ
ひ
、

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

身
近
に
あ
る
も
の
で
お
も
ち
ゃ
作
り

　

去
る
５
月
、
運
動
発
足
と
同

時
に
取
り
組
ん
で
き
た「
小
さ

な
親
切
」実
行
章
の
受
章
者
が
、

６
１
０
万
名
を
越
え
ま
し
た
。

　
受
章
者
は
、
岐
阜
県
揖い

斐び

警
察

署
生
活
安
全
係（
当
時
）の
古
田

昌
嗣
さ
ん（
28
才
）。

　
管
内
に
、
病
気
を
患
う
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
女
性
が
い
ま
し
た

が
、
親
族
が
海
外
在
住
の
た
め
、

古
田
さ
ん
は
行
政
機
関
と
連
携
し

て
入
院
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
、
親
族
に
助
言
を
行
う
な
ど
親

身
に
対
応
。
女
性
は
無
事
施
設
に

入
居
す
る
こ
と
が
で
き
、
親
族
に

大
変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
章
は
、
岐
阜
県
本
部（
事

務
局
：
大
垣
共
立
銀
行
）主
催
の

第
34
回
岐
阜
地
区
実
行
章
贈
呈
式

で
、
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

 

実
行
章
６
１
０
万
人
目
は
、

お
ま
わ
り
さ
ん古田さん（左）と岐阜県本部の土屋諭県代表

　
な
お
5
月
21
日
、
福
井
県
敦
賀
支
部（
事
務

局
：
敦
賀
市
教
育
委
員
会
）で
は
、「
第
41
回
親

子
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
主
催
：
青
少
年
健
全

育
成
敦
賀
市
民
会
議
）で
ブ
ー
ス
を
出
展
。『
て

ら
こ
あ
ん
』の
工
作
動
画
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
厚
紙
を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
に「
お
口
パ

ク
パ
ク
カ
ー
ド
」作
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
60
名
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
、
身

近
な
人
に
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
カ
ー

ド
を
作
り
、
で
き
あ
が
っ
た
世
界
に
一
つ
の

カ
ー
ド
を
、
ま
る
で
宝
物
の
よ
う
に
持
ち
帰
っ

て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
温
か
な
気
持
ち
が
大

切
な
人
に
届
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。敦賀市での体験の様子

『てらこあん』は
こちら

紙コップと牛乳パックで「ユラユラ人形」

どんな言葉を書こうかな？ 「お口パクパクカード」


